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(1844). 

15. Anandria Anandria Huth in Helios. XI,133 (1893). 

16. Anandria Zoempes Gandogar in Bull. Soc. Bot. France. LXV, 38(1918) 

最後ュ Flora 第 27 卷ヲ貸與サレタ朝比奈敎授 = 深謝シママス。 （中井猛之進） 


〇いとと9げもハ新種ナリ 

いととりげもハ « 物學雜誌 XLIX 卷 774 頁二三木茂君ガ完全ナ圖解ヲシテ居ル 0 三木 
氏ハ學名 二 北米ノ東岸地方ニア ル Najas gracillima Magnus ヲ當テ、居 ルガ 私ハ之ヲ新 
種卜考定 スル。 兩種ノ區別卜新種ノ名ハ次ノ通？)。 


Najas japonica Nakai いととりげも。 

葉ノ長サ 1.5 cm . 雨側二鋼齒 アリ。 種子ハ長サ 2 mm . 種皮ノ細胞ハ長サガ幅ノ 5-10 
产アリ /Foliis 1.5 cm. longis utrinque 7-10 dentatis, seminibus 2 mm. longis, 
口 ° Vareolis seminum iongitudine latitudem 5-10 plo superantibus ex N. 
gracillima opt i me 、 
dignoscenda ' J. 

Najas. gracillima Magnus. 

葉ノ長サハ 2 - 2.5cm. 先ニノ ‘ ミ鍛齒ガ集ル。種子ハ長サ 2.5-3 min . 種皮ノ細胞ハ長サ 
ガ幅ノ 2 倍ナリ〇 ( 中井猛之進） 


〇て!)みのいぬほほづきハ新種デハナイ 

臺灣ノ小田島君ガてりみのいぬほほづきヲいぬほほ づき カラ分ケテ：熱帶農學會報 vin 
卷二記述 シ又圖解シ タノハ正當ノ見解デ ハアルガ、 惜 シイ コトニ新種 ニシテ Solarium pho- 
teinocarpum Nakamura & Odashima トシ タ。此種ハ我邦デハ九州、琉球、臺灣二產ス 
ル ガ國外デ ハ フ斗リッピン 群 島、馬來諸島、南支、印度支那、馬來地方等ヲ始メ亞細亞 V 北米 
ノ熱帶、暖帶二廣ク產シ學名.卜異名トハ次ノ通リ デアル。 

(T 學名） Solanum alatum Moench, Methodus 474 (1794 )， non Dunal 1813, nec 
Seemann & Schmidt 1844. 

( 異名 ） Solarium nigrum e virginicurn, L. Sp. PL ed.1,I,186 (1753), non Solarium 
virginicum L.1 c.187. 

Solanum pterocaulon Dunal, Hist.153 (1813). 

Solarium judaicum (non Besser 1809) Blume. Bijdr. 694 (1826). 

.Solanum nigrum c'judaicum Miquel, PL Nederl. Ind. II, 637 (1856). 
Solarmm photeinocarpvm Nakamura & Odasima in Journ. Trop. Agric. VIII 
54, t. 2 A-D (1936) ， nov. syn. ( 中井猛之進） 

o かかやんはら本州二産ス 

珍物發見ノ記錄保持者ノー人トモ云フべキ岸田松若氏ガばらノー種ヲ吳レタ、ソレハ同 
氏ガ昭和 11 年 8 月 21 日四日市ノ海岸デ採ラレタモノアル、然シテ氏ノ言二徵スルニ相 
當二澤山生ェテ居ル由。種類ハ云フ迄モナク Rosa bracteata Wendl. 和名かかやんばら、 
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四日市產かかやんばら Rosa bracteata found in Hondo , Japan . 


やへやまのいばらトシテ知ラ レテ 居ル モノ デ本州デハ始 メテノ 發見デアル。東京科學博物 
館ニハ明治 17 年 6 月 16 日大阪栽培ノ モノ 、標本ガー枚 アリ、 東大腊葉室ニハ沖繩、臺 
灣ノ標本ガ藏サレテ居ル、マタ植物分布 二 多年注意サレテ居ル、田代善太郞氏モ未 ダ 本州 
デ見タコトモ無キ由デアルカラ、本州デハ初發見デアル。尤モ四日市港ハ現在海外卜交通 
スル 船舶ガ往來スルシ、 且ツ 他地方ノ植物ノ種子 ヲ 無暗 二 散布 シタ某 特志家 （？） ノ居ラレ 
夕土地 丈二、 本來 ノ 自生力外來シテ馴化シ タルモ/力、 其邊ハ判然シナイガ現在野生シ居 
ルハ事實デアル、依テ同氏ノ標本ノ全景及ビ其一部ヲ寫シテ江湖二報ジ、標本ハ東大ニオ 
ク〇 (久內淸孝）. 

〇さつますげヲ房州二得夕 

さつますげ （ Carex ligulata Nees ) ハ密' 二 毛ヲ布ク囊苞ノ存在卜舊ガ葉狀二數個出ル事 
トデすげ中 デ、 ハー寸變ツタ感ヲ與 ヘルガコノ モノ ハ臺灣、九州、 四國、中國及ビ中部地方 
二分布シ、大井博士 ハソノ 著 デ、 東方ハ駿河迄擧ゲ 、テ 居 ラレル 0 先日淺野貞夫氏ノ標本ヲ見 
夕中二 相模灘 ヲ飛ビ 越シテ 房州高 塚 山ご-現ハレタ本種ノ標品ガ アツ タノ デ ー寸 コ 、二言 己シ 
テ置ク。 （前川丈夫） 
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